
日　
本　
の　
右　
派　
―　
保　
守　
潮　
流　
が　
ひ　
そ　
か　
に　
日　
本　
核　
武　
装　
（　
原　
爆　
・　
水　
爆　
の　
核　
兵　
器　
を　
も　
つ　
）　

を　
狙　
っ　
て　
い　
る　
＝　
準　
備　
し　
て　
い　
る　
、　
と　
い　
う　
根　
拠　
・　
理　
由　
に　
つ　
い　
て　
私　
見　
を　
述　
べ　
ま　
す　
。　

①　
も　
ん　
じ　
ゅ　
と　
い　
う　
原　
子　
炉　
（　
日　
本　
原　
子　
力　
研　
究　
開　
発　
機　
構　
＝　
旧　
動　
燃　
を　
含　
む　
）　
が　
核　
兵　
器　

に　
す　
ぐ　
使　
え　
る　
優　
秀　
な　
兵　
器　
級　
プ　
ル　
ト　
ニ　
ウ　
ム　
を　
一　
七　
キ　
ロ　
生　
産　
し　
た　
こ　
と　
（　
原　
爆　
約　
八　
発　

分　
）　。　
こ　
れ　
は　
福　
島　
瑞　
穂　
議　
員　
の　
質　
問　
に　
対　
す　
る　
文　
部　
科　
学　
省　
の　
〇　
七　
年　
二　
月　
の　
回　
答　
（　
も　

ん　
じ　
ゅ　
は　
文　
科　
省　
の　
管　
轄　
下　
内　
）　
で　
明　
ら　
か　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
ほ　
か　
、　
茨　
城　
県　
東　
海　
村　

に　
あ　
る　
「　
常　
陽　
」　
も　
兵　
器　
級　
プ　
ル　
ト　
ニ　
ウ　
ム　
一　
九　
キ　
ロ　
を　
既　
に　
生　
産　
し　
て　
お　
り　
、　
合　
せ　
て　
三　

六　
キ　
ロ　
（　
原　
爆　
一　
五　
発　
分　
以　
上　
）　
の　
軍　
事　
用　
プ　
ル　
ト　
ニ　
ウ　
ム　
を　
日　
本　
は　
持　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　

示　
し　
ま　
す　
。　

②　
日　
本　
外　
務　
省　
が　
核　
を　
持　
つ　
こ　
と　
を　
否　
定　
し　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
。　
核　
オ　
プ　
シ　
ョ　
ン　
を　
政　
策　
と　
し　

て　
い　
る　
こ　
と　
。　

③　
日　
本　
の　
右　
派　
―　
保　
守　
潮　
流　
が　
日　
本　
核　
武　
装　
を　
長　
年　
の　
悲　
願　
と　
し　
て　
き　
た　
こ　
と　
。　
彼　
ら　
の　
二　

大　
願　
望　
は　
憲　
法　
「　
改　
正　
」　
と　
日　
本　
核　
武　
装　
で　
す　
。　
今　
、　
憲　
法　
改　
悪　
に　
む　
け　
て　
、　
国　
民　
投　
票　
法　

案　
が　
強　
行　
的　
に　
国　
会　
を　
通　
り　
ま　
し　
た　
。　
数　
年　
前　
に　
は　
全　
く　
予　
想　
も　
し　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　

教　
育　
の　
憲　
法　
と　
い　
わ　
れ　
た　
教　
育　
基　
本　
法　
も　
改　
悪　
―　
強　
行　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
次　
の　
日　
程　
と　
し　
て　
憲　

法　
改　
悪　
と　
日　
本　
核　
武　
装　
が　
狙　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

④　
戦　
前　
の　
日　
本　
軍　
部　
も　
原　
爆　
を　
つ　
く　
ろ　
う　
と　
け　
ん　
め　
い　
に　
努　
力　
し　
た　
こ　
と　
＝　
つ　
ま　
り　
、　
日　
本　

の　
科　
学　
者　
は　
核　
兵　
器　
開　
発　
に　
手　
を　
染　
め　
た　
前　
歴　
が　
あ　
る　
こ　
と　
。　（　
詳　
し　
く　
は　
Ｔ　
Ｂ　
Ｓ　
ザ　
・　
ス　

ク　
ー　
プ　
「　
日　
本　
の　
原　
爆　
開　
発　
計　
画　
」　（　
五　
〇　
分　
ビ　
デ　
オ　
）　、　
ま　
た　
「　
核　
開　
発　
に　
反　
対　
す　
る　
会　
ニ　

ュ　
ー　
ス　
」　
２　
号　
（　
〇　
七　
年　
五　
月　
刊　
、　
Ｂ　
５　
判　
一　
六　
頁　
）　
の　
中　
の　
渡　
辺　
寿　
子　
さ　
ん　
文　
章　
を　
参　
照　
）　。　

次　
に　
核　
開　
発　
に　
反　
対　
す　
る　
会　
（　
準　
）　
槌　
田　
敦　
（　
代　
表　
）　
が　
開　
い　
た　
日　
本　
核　
武　
装　
に　
反　
対　
す　

る　
講　
演　
・　
討　
論　
会　
の　
要　
点　
を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

①　
第　
２　
回　
目　
＝　
〇　
六　
年　
一　
二　
月　
一　
六　
日　
の　
講　
演　
・　
討　
論　
会　

・　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
の　
鈴　
木　
真　
奈　
美　
さ　
ん　
の　
問　
題　
提　
起　
は　
（　
長　
年　
の　
疑　
問　
＝　
再　
処　
理　
か　
ら　
撤　

退　
し　
よ　
う　
と　
し　
な　
い　
の　
は　
な　
ぜ　
か　
）　
か　
ら　
始　
ま　
り　
、　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
以　
降　
の　
核　
武　
装　
論　
の　
背　

景　
・　
特　
色　
を　
述　
べ　
、　
次　
に　
、　
非　
核　
武　
装　
の　
�　
メ　
リ　
ッ　
ト　
�　
＝　
な　
ぜ　
非　
核　
武　
装　
の　
利　
点　
を　
討　

議
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
―
推
進
派
へ
の
疑
問
・
問
題
点
―
を
述
べ
ま
し
た
。

・　
井　
上　
澄　
夫　
さ　
ん　
（　
市　
民　
の　
意　
見　
3  0  
の　
会　
・　
東　
京　
）　
が　
「　
日　
本　
核　
武　
装　
派　
の　
発　
想　
―　
中　
川　
・　

麻　
生　
発　
言　
の　
意　
味　
―　
」　
で　
強　
調　
さ　
れ　
た　
の　
は　
、　
日　
本　
核　
武　
装　
論　
議　
の　
解　
禁　
で　
問　
わ　
れ　
て　
い　
る　

こ　
と　
は　
、　
日　
本　
が　
核　
武　
装　
す　
る　
と　
断　
言　
す　
る　
こ　
と　
で　
も　
、　
核　
武　
装　
は　
あ　
り　
得　
な　
い　
と　
言　
い　
切　

る　
こ　
と　
で　
も　
な　
い　
。　
突　
き　
つ　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
核　
武　
装　
を　
求　
め　
る　
勢　
力　
が　
ず　
っ　
と　
存　
在　

し　
て　
き　
て　
虎　
視　
眈　
々　
と　
機　
を　
う　
か　
が　
っ　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
事　
実　
で　
あ　
る　
。　こ　
れ　
と　
ど　
う　
闘　
う　
か　
、　

闘　
い　
の　
方　
針　
・　
具　
体　
化　
が　
問　
わ　
れ　
る　
。　
安　
保　
条　
約　
を　
破　
棄　
し　
、　
日　
朝　
間　
の　
国　
交　
を　
正　
常　
化　
し　
、　

自　
衛　
隊　
を　
解　
体　
す　
る　
目　
標　
を　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　
山　
崎　
久　
隆　
さ　
ん　
（　
た　
ん　
ぽ　
ぽ　
舎　
）　
の　
発　
言　
は　
略　
。　

②　
第　
３　
回　
講　
演　
・　
討　
論　
会　
（　
〇　
七　
年　
二　
月　
四　
日　
。　
全　
水　
道　
会　
館　
）　

・　
メ　
イ　
ン　
の　
報　
告　
者　
は　
藤　
田　
祐　
幸　
さ　
ん　
（　
慶　
応　
大　
学　
）　

日　
本　
核　
武　
装　
計　
画　
―　
岸　
元　
首　
相　
・　
佐　
藤　
元　
首　
相　
兄　
弟　
の　
陰　
謀　
と　
題　
し　
報　
告　
。　

そ　
の　
要　
旨　
は　
　　
◎　
科　
学　
技　
術　
庁　
と　
は　
何　
か　
◎　
中　
曽　
根　
原　
子　
力　
予　
算　
と　
ビ　
キ　
ニ　
事　
件　
◎　
正　
力　
松　

太　
郎　
の　
時　
代　
◎　
核　
兵　
器　
は　
合　
憲　
―　
―　
岸　
信　
介　
の　
時　
代　
◎　
佐　
藤　
政　
権　
下　
の　
核　
武　
装　
研　
究　
◎　
核　
燃　

料　
サ　
イ　
ク　
ル　
計　
画　
の　
発　
動　
◎　
質　
疑　
応　
答　
◎　
戦　
前　
の　
日　
本　
の　
原　
爆　
開　
発　
研　
究　
―　
仁　
科　
芳　
雄　
、　
安　

田　
武　
雄　
陸　
軍　
中　
将　
、　
理　
化　
学　
研　
究　
所　
、　
二　
号　
研　
究　
、　
物　
理　
懇　
談　
会　
、　
ウ　
ラ　
ン　
分　
離　
筒　
、　
軍　
刀　

を　
佩　
い　
た　
科　
学　
者　
、　
四　
九　
号　
館　
炎　
上　
、　
疎　
開　
し　
た　
分　
離　
筒　
な　
ど　
。　

・　
槌　
田　
敦　
さ　
ん　
は　
三　
つ　
の　
報　
告　
。　

第　
１　
は　
第　
２　
回　
の　
会　
の　
時　
の　
質　
問　
＝　
も　
ん　
じ　
ゅ　
が　
生　
産　
し　
た　
兵　
器　
級　
プ　
ル　
ト　
ニ　
ウ　
ム　
に　
つ　

い　
て　
、　
文　
部　
科　
学　
省　
か　
ら　
回　
答　
が　
あ　
り　
、　
一　
七　
キ　
ロ　
で　
あ　
る　
。　
前　
回　
言　
っ　
た　
六　
二　
キ　
ロ　
は　
予　

測　
値　
で　
あ　
っ　
た　
。　
お　
わ　
び　
し　
て　
訂　
正　
し　
ま　
す　
。　

第　
２　
は　
核　
武　
装　
論　
者　
の　
筆　
頭　
・　
京　
大　
中　
西　
輝　
政　
の　
思　
想　
＝　
日　
米　
同　
盟　
の　
範　
囲　
内　
で　
核　
保　
有　

を　
検　
討　
す　
る　
選　
択　
肢　
し　
か　
な　
い　
と　
い　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
紹　
介　
、　
批　
判　
。　

第　
３　
に　
日　
本　
核　
武　
装　
の　
準　
備　
に　
つ　
い　
て　
、　
自　
衛　
隊　
の　
側　
か　
ら　
み　
て　
み　
る　
「　
自　
衛　
隊　
と　
日　
本　

の　
核　
武　
装　
能　
力　
」　
の　
内　
容　
を　
紹　
介　
。　

以　
下　
次　
号　
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【
連
載
◎
ニ
ッ
ポ
ン
核
武
装
の
疑
惑
を
追
う
】
第
２
回

日
本
が
核
武
装
を
実
質
準
備
し
て
い
る
―
と
推
定
す
る
根
拠
・
理
由
に
つ
い
て

た
ん
ぽ
ぽ
舎

柳
田
　
真




